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１２．本日の会議の大要は別紙のとおりである。 
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平成２８年第９回邑南町議会定例会議事日程（第２号） 
 

平成２８年１２月９日（金） 午前９時３０分開議  
 

開議宣告 
 
  議事日程の報告 
 
日程第１ 会議録署名議員の指名 
 
日程第２ 議案第１１７号邑南町水道給水条例の一部改正の撤回について 
 
日程第３ 議案の質疑 
 

議案第１１４号 邑南町職員の給与に関する条例の一部改正について 
 
議案第１１５号 邑南町税条例の一部改正について 
 
議案第１１６号 邑南町水道等施設整備事業分担金徴収条例の一部改正について 
 
議案第１１８号 邑南町水道布設工事等に関する基準を定める条例の一部改正につい

て 
 
議案第１１９号 邑南町簡易水道事業の設置等に関する条例の廃止について 
 
議案第１２０号 邑南町特別職報酬等審議会条例の制定について 
  
議案第１２１号 地方公務員の育児休業等に関する法律等の一部改正に伴う関係条例

の整備に関する条例の制定について 
 
議案第１２２号 邑南町水道事業の設置等に関する条例の制定について 
 
議案第１２３号 邑南町水道事業職員の給与の種類及び基準に関する条例の制定につ

いて 
 
議案第１２４号 平成２８年度邑南町一般会計補正予算第３号について 
 
議案第１２５号 平成２８年度邑南町国民健康保険事業特別会計補正予算第３号につ

いて 
 
議案第１２６号 平成２８年度邑南町後期高齢者医療事業特別会計補正予算第２号に

ついて 
 
議案第１２７号 平成２８年度邑南町簡易水道事業特別会計補正予算第３号について 
 
議案第１２８号 平成２８年度邑南町下水道事業特別会計補正予算第３号について 
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平成２８年第９回邑南町議会定例会（第２日目）会議録 

                                     平成２８年 １２ 月 ９ 日（金）

 ―― 午前９時５０分 開会 ―― 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

開会宣告 

●議長（辰田直久） おはようございます。定足数に達しておりますので、これより本日の

会議を開きます。本日の議事日程は、あらかじめお手元に配布したとおりでございます。 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

●議長（辰田直久） 日程第１、会議録署名議員の指名をいたします。１０番、日野原議員、

１１番、清水議員、お願いをいたします。 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

日程第２ 議案の質疑 

●議長（辰田直久）  日程第２、議案第１１７号、邑南町水道給水条例の一部改正の撤回に

ついてを議題といたします。第１日目の日程５において、上程、説明が行われました議

案第１１７号、邑南町水道給水条例の一部改正についてを、撤回したいとの申し出があ

り、これを議題とし提出者からの説明を求めます。 

●石橋町長（石橋良治）  議長、番外。 

●議長（辰田直久）  石橋町長。 

●石橋町長（石橋良治）  お手元に、事件の撤回請求書をお配りしていると思いますのでそ

れをご覧ください。１２月５日に提出した事件は次の理由により撤回したいので会議規

則第１９条の規定により請求します。件名でございますが、議案第１１７号、邑南町水

道給水条例の一部改正についての撤回でございます。理由でございますが、邑南町水道

給水条例の一部を改正する条例中、表の中の金額について誤りがあったので撤回をお願

いいたします。お詫びを申しあげながら、以上ご審議のほどよろしくお願いいたします。

詳細につきましては、水道課長の方から説明をさせますのでよろしくお願いします。 

●林田水道課長（林田知樹）  番外。 

●議長（辰田直久）  林田水道課長。 

●林田水道課長（林田知樹）  議案第１１７号、邑南町水道給水条例の一部改正につきまし

ては、これを撤回いたします。これは当初算定いたしておりました、水道料金の試算を

精査したところ総括原価に違算がありました。産業建設常任委員会及び全員協議会に配

布いたしました水道料金の積算資料におきましては、当初の試算資料訂正しておりまし

たが、条例案につきましては訂正をおこたっておりました。討議案の撤回をお願いいた
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します。大変ご迷惑をおかけいたしました。以上、よろしくお願いいたします。 

●議長（辰田直久）  それでは、皆さんにお諮りをいたします。ただ今、説明のありました

議案第１１７号、邑南町給水条例の一部改正の撤回について、これを許可することにご

異議はございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
●議長（辰田直久）  異議なしと認めます。したがいまして、議案の撤回を許可することに

決定をいたしました。 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

日程第３ 議案の質疑 

●議長（辰田直久）  日程第３、議案の質疑。これより、議案第１１４号から議案第１２８

号までの質疑をおこないます。はじめに議案第１１４号に対する質疑に入ります。質疑

はありませんか。 

●大屋議員（大屋光宏）  番外。 

●議長（辰田直久）  ８番、大屋議員。 

●大屋議員（大屋光宏）  職員に関する給与に関する条例の改正ですが、国の人事勧告な

り、県の人事委員会勧告に基づくものだと思います。それ自体には、毎年のことですの

で異議があるわけじゃないんですが、今町は行財政改革を進められとります。特に単独

補助金の見直しってことで町民に痛みを伴う部分がある中で、その職員給与を改定する

ってことはどのように理解を求めていくのか。もう１点は、今後、人件費総額っていう

のはどういう見込みをもっとられるのか。職員採用は今年もあって、多分募集は若干名

だったと思います。退職の方の充当程度かな、と理解しておりますが。１０月だったと

思うんですが、定住促進事務であるとか、丸々事務ということで職員募集があったと思

います。ちょっと珍しい募集で気にはなったんですが、当初職員採用したけど満たさな

かったので新たに求められたのか、今までとはこういう方々が増えていって来年度以降、

職員数なり総額が増えていくのか。その２点について教えてください。 

●服部総務課長（服部導士）  番外。 

●議長（辰田直久）  服部総務課長。 

●服部総務課長（服部導士）  まずあの、今回の人事院勧告に基づく改定ですけれども、基

本的には人事院の方、民間給与との格差を平均で０．１７％、７０８円の差額を見込て

おります。おっしゃったように本来自分たちで給与表をもってきちっと計算するのが本

来の趣旨でございますけれども。島根県のように大規模であれば、人事委員会をもって

制定するのが本来の趣旨ではございますけれども、どうしても本町のような小さな町に

限りましては、給料表の設定をする際にどうしても人事院といいますか、国の給料表を

参考にする必要がありますので、それに基づき改定をさしていただくというものでござ
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います。それで全体の財政改革の中でこの給与のあり方なんですけれども、この今年の

春に全体の総合的見直しをおこなっておりまして、全体の給与額を引き下げております。

特に中高年層にあたっては、減給補償制度を維持をいたしまして給与ベースのアップが

はかれないようにしておりまして、全体の給与額の削減をおこなっているのが実態でご

ざいます。そうしたことがございますので、特にこの１月からその影響が特に出てまい

りますので、それ以降は見込みよりもかなり人件費額は上昇率が下がってくるのと思っ

ております。それと今回社会人の方を採用しておりますけれども、これは基本的に来年

度からも特に全国的に展開をして、多くの経験をお持ちの方々を採用していきたいと思

っておりますけれども。今回は特に今必要としておる方々を今回はお願いをして採用す

る予定としております。以上でよろしかったでしょうか。 

●大屋議員（大屋光宏）  番外。 

●議長（辰田直久）  ８番、大屋議員。 

●大屋議員（大屋光宏）  行政財政改革も意識された中で考えておられるってことだった

と思います。それともう１点追加で民間企業との格差ということであげていくんですけ

ど、当然邑南町の中でも民間の給料で明らかに上がってきてると思います。その上がっ

てきている理由が、それぞれの企業活動で利益が出て上がってきているっていうよりは、

人材が確保できないために、他業種並みに上げてこなければいけない。賃金は上がって

いるけど人は確保できていない。企業としては本当に利益が出ているかっていうのは不

透明なとこがあると思います。ただあの、町の今までの施策で、例えば医療福祉に関し

ては奨学金制度とか、ゆめひびきあい塾のおかげで、もしかしたら資格をとって帰って

きても就職できないかもしれないってことで条例の見直しっていう程度まで改善されて

いるんだと思います。農業関係も過去から、まあ今でも後継者不足っていう言葉があり

ますけど、実際現場をみると過去に比べれば十分新規参入者増えてますし、制度も充実

している。もう後継者不足っていう時代じゃないんだと思います。建設土木も来年度か

らになると思うんですけど、県の方も、かかわる資格、１００程度の資格をかんする人

達については大学等に行っても、中山間に帰ってくれば奨学金免除するっていう政策が

出ています。残されたのは製造業です。製造業は一番人が集まらないとは言いながら何

も手がうたれていない。で、一番ここに手だてをしないと今後の税収なり、固定資産税、

償却資産税とか安定的な税収確保にならないんですけど。こういう製造業に対する雇用

の確保っていう手だてはどのように考えて、まあこれをしないと、やっぱり民間企業と

の格差を埋めますっていうことが地域として理解されないと思うんですけど。そこの手

だてはどうなっているか教えてください。 

●石橋町長（石橋良治）  番外。 

●議長（辰田直久）  石橋町長。 
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●石橋町長（石橋良治）  今まさにおっしゃるように、製造業では非常に人手不足という感

じがあるわけでして。特にまあ、製造業の中でも我々が期待をしておる進出企業の８社

について。まあ全部製造業ではありませんが、その８社ほとんどがですね、人手不足と

いう状況が感じられるわけです。第１回目の、そういった意見交換会でもそうとうそう

いう強い人員の確保の要請っていうのが出てまいります。また、１２月２０日には第２

回目をやるわけですけれども。基本的にはこの労働力確保っていうのはまず企業がどう

努力をするか、というところだろうと今思っています。第１回目の会議でも、そういう

厳しい状況の中でもきちっと従業員さんを確保している企業も県内にはいるという事例

が数社紹介されました。それをみてみると、やはりいかにその企業は人を大事にするか

と。どうやって育成するのか、あるいは働きやすい環境をどう作っていくのか。働き方

の改革というのを今言われてますけれども。そういうことも含めて一生懸命努力されて

います。ですから、そういうことをふまえると、うちの進出企業の方々がどれほどそう

いう意味で、それに向かって努力されるかっていうのがまず問われるんだろうと思いま

す。そういう中でやはり数社は女性の活用であるとか、あるいは深夜労働等々の改善等

々をふくめて機械化の問題、今一生懸命努力されています。そういうことで、やはり魅

力のある職場をつくっていくという意味で、一時的にはその企業さんが努力をしていく

っていう余地は相当あるんだろうと思います。そうして、まあ我々はそれを後押しする

意味でもハローワークであるとか、矢上高校であるとか、いろんなところとやっぱり連

携をしながら確実に情報を流して、こういう魅力のある会社が邑南町にも製造業ありま

すからどうでしょうかっていうような、やっぱりマッチング作業をやっていくのが行政

の役割だろうと思いますし、若干そのへんも我々は手薄であったというふうに反省をし

ておりますので。第２回目以降、今度は具体的なそういう人員確保の方策等が議論され

るというふうに期待をしております。これはもう官民挙げてやっていく問題ということ

で感じておりますのでよろしくお願いをしたいと思います。 

●議長（辰田直久）  よろしいですか。はい。他にございませんか。はい、無いようですの

で議案第１１４号の質疑を終わります。続きまして、議案第１１５号に対する質疑に入

ります。質疑はありませんか。ありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、議案第１１５号の質疑を終わります。続きまして、

議案第１１６号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） はい。無いようですので、議案第１１６号の質疑を終わります。続きま

して、議案第１１８号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 
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●議長（辰田直久） はい。無いようですので、議案第１１８号の質疑を終わります。続きま

して、議案第１１９号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、議案第１１９号の質疑を終わります。続きまして、

議案第１２０号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

●亀山議員（亀山和己）  番外。 

●議長（辰田直久）  はい、１２番、亀山議員。 

●亀山議員（亀山和己）  これは町独自の特別職の報酬審議会については、これまで長い間

にわたって必要ではないか、ということをいろいろ要望しておりましたが、ようやくでき

たという感じで大変歓迎するものですが、これが今、これを提案されたということは、こ

の必要性が生じたということだろうと思いますが、これ条例の２条にうたっております、

町長が特別職もありますが、それ以外に特に必要と認める事項というのがあります。この

度この条例を提案されるにあたって、この特別審議会へさっそく諮問しなければならない

事項があるのかどうかということをまずお伺いします。 

●服部総務課長（服部導士）  番外。 

●議長（辰田直久）  服部総務課長。 

●服部総務課長（服部導士）  おっしゃったように、これまで、２３年までですね。平成２

３年まで郡の町村会の審議会によって審議していただいておりましたけれども、２３年に

それが解散をしておりまして、以後特に問題もありませんでしたので審議会を設けず今の

報酬も見直しも行わずきております。ただ、昨年の行財政改正審議会の答申をいただきま

して、その中で特に非常勤特別職の報酬について扱いを、まあ削減の方向で考えるように

というふうな答申をいただいておりましたので。特に非常勤特別職の方の報酬についての、

特に日額報酬の部分について、あの例えば半日の報酬にするとか、いう検討をちょっと必

要になりましたので今回見直しを行うということになります。また、一応考えといたしま

しては、一応全ての報酬の中についても今後お願いしていこうかな、というふうには思っ

ております。 

●議長（辰田直久）  よろしいですか。他にございませんか。 

●大屋議員（大屋光宏）  番外 

●議長（辰田直久）  ８番、大屋議員。 

●大屋議員（大屋光宏）  第３条の委員の構成の公共的団体等の代表者っていうのはどうい

う理解をすればいい。具体的にっていうか、どういうのが公共的団体ってみなされるか教

えてください。 

●服部総務課長（服部導士）  番外。 

●議長（辰田直久）  服部総務課長。 
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●服部総務課長（服部導士）  まだ特段どなたにお願いするか決めてないのであれですけど

も。公共的団体と申しますと、例えば社会福祉協議会の会長さんであったりですね、あと

町内の他にも公共的団体、商工会であったり、あるいは農協であったり。まあいろいろ公

共的団体の趣旨もっていらっしゃいるとこはあろうかと思います。そういう方々の代表者

の方とかですね、あるいは町内でも有識者と呼ばれる方々にもまたお願いをして５人揃え

たいな、とは思っております。 

●大屋議員（大屋光宏）  番外。 

●議長（辰田直久）  はい、大屋議員。 

●大屋議員（大屋光宏）  はい。公共的な団体の方、一般の住民の方、あと民間の企業とか

民間の事業者の方っていうのも必要かな、とも思うんですけど。例えば、民間の事業者に

お願いしようと思うと、それはその他の住民に入るっていう理解でいいですか。 

●服部総務課長（服部導士）  番外。 

●議長（辰田直久）  服部総務課長。 

●服部総務課長（服部導士）  おっしゃるとおりです。 

●辰田議長（辰田直久）  他にございませんか。無いようですので、議案第１２０号の質疑

を終わります。続きまして、議案第１２１号に対する質疑に入ります。質疑はありません

か。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） はい。無いようですので、議案第１２１号の質疑を終わります。続きま

して、議案第１２２号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

●宮田議員（宮田 博）  番外。 

●議長（辰田直久）  はい。６番、宮田議員。 

●宮田議員（宮田 博）  はい。この議案の第２条の２項（２）の１日最大給水量が示してあ

りますが、この計画１日最大給水量を単純に給水人口で割った時の差異が非常に大きいと

ころがありますが、この要因っていうのはどういうものでしょうか。例えば、一番これの

一日あたりに割った時の給水、一人あたりですね、一日一人当たり市木水道は６９６リッ

トル。口羽水道は３６６リットル。ほぼ倍半分に近いという差異がでております。この根

拠を教えてください。 

●林田水道課長（林田知樹）  番外。 

●議長（辰田直久）  林田水道課長。 

●林田水道課長（林田知樹）  失礼します。市木が一番多くなっておりますが、これはハイ

ランドの集客の最大ピークを予定しておりまして、冬場の給水が最大になることを考慮し

て市木が一番多くなっております。で、その他、人口的にいくと矢上とか瑞穂西とかが多

いんですけど。そこにつきましては面積も広くなりますので、給水量は平準化されるとい
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うことになって市木が突出したようなかたちになっております。以上です。 

●議長（辰田直久）  よろしいですか。 

●宮田議員（宮田 博）  番外。 

●議長（辰田直久）  宮田議員。 

●宮田議員（宮田 博）  これはまあ、算出には非常に複雑なプロセスをへてと思いますが。

例えば、ゆうすい量あたりもこれに加味してでるものなのでしょうか。 

●林田水道課長（林田知樹）  番外。 

●議長（辰田直久）  林田水道課長。 

●林田水道課長（林田知樹）  ゆう水量といいますと。有収率ですね。有収率は加味してお

りません。 

●議長（辰田直久）  他にございますか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、議案第１２２号の質疑を終わります。続きまして、

議案第１２３号の、失礼しました。議案第１２３号に対する質疑に入ります。質疑はあり

ませんか。 

●亀山議員（亀山和己） 番外 

●議長（辰田直久） はい、亀山議員。 

●亀山議員（亀山和己） この条例の制定は、水道事業が公営企業会計へ移るためのものだと

思いますが、これの条例で規定する職員の給与と町の一般職の、一般事務の給与との大き

な違いというものがこの中にあるんでしょうか。実際にその業務に携わるのは現状どおり、

今の職員が出向なり、とかなんとか手続きを経てその業務に関わると思いますが。ここで

規定する水道法に、公営企業法によるこの職員に対する条例と町の一般職の条例というの

は大きな違いがあれば教えてください。 

●林田水道課長（林田知樹）  番外。 

●議長（辰田直久）  林田水道課長。 

●林田水道課長（林田知樹）  違いはありません。町の職員の給料、給与表に準じて水道の

この条例をつくっています。 

●議長（辰田直久）  他にありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、議案第１２３号の質疑を終わります。議案第１２４

号から議案第１２８号までの質疑につきましては、歳入歳出全般にわたっての質疑とさせ

ていただきます。質疑の際はあらかじめページ数を示してこれをおこなっていただきます

よう、おねがいいたします。はじめに、議案第１２４号に対する質疑に入ります。質疑は

ありませんか。 
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●中村議員（中村昌史） 番外。 

●議長（辰田直久） はい、９番、中村議員。 

●中村議員（中村昌史）  １５ページ、情報政策費の委託料、庁舎内情報システム強じん化

事業費について問いたいと思います。これは昨年度末に国の方から言ってきました、いわ

ゆる庁内イントラネットを外部と遮断をするように、ということだろうと思うんですが、

そうであればですね、具体的にどういうふうに強じん化をしようとされているのか。つま

りサイボウズと外部とのネットの接続というふうなことがどういうふうになるのか。昨年

度末の説明でしたら各課に１台ないし２台ずつインターネットに接続できる、まるでべっ

こな端末をおくんだ、というふうな説明でありましたが。それがそういうふうな方向にな

るのかどうかを教えていただきたい。 

●服部総務課長（服部導士）  番外。 

●議長（辰田直久）  服部総務課長。 

●服部総務課長（服部導士）  昨年からこの強じん化事業を始めておりまして。繰越もあり

ますけれども、本年度もあわせて全体をお話ししようと思っております。昨年は言われた

様にまったく分離をして別の端末を置くような話をしてまいりましたが、以後県のシステ

ム構想そのものがちょっとかわってまいりまして。具体的にはどうなっていくかとですね、

まずは分離します。インターネットは分離しまして、これは中での情報系のものについて

はインターネットが分離されたサイボウズ、あるいはエルジーワンの中で整理をしていき

まして、ほとんどの業務はこれでおこないます。インターネット分離につきましては、県

に一つのサーバーがございましてそこを経由して、どういいますか、仮想ディスクトップ

と言いまして、もの自体は県の方のサーバーに、インターネット上あるんですけど。それ

を画面を見に行くと、いうだけのものでして、実際そこからファイルをダウンロードする

ことは直接はできませんで。ある、もう一つのサーバーを使ってですね、無害化をかけて

受け取ることはできます。同じようにメールにつきましても、これにつきましても今のア

ドレスはそのまま維持させまして、県のそのメールサーバーをとおして無害化されたファ

イルを、無害化されたものをメールとして受け取ります。ただそこには添付ファイルもご

ざいます。これにつきましては、必要なものについてはきちんと無害であるかないかを確

認を県のサーバー中でして、そのものを受けとるかたちになります。そして実際インター

ネットはどうなんだろうか、という見方なんですけれども、この仮想ディスクトップで受

けとるには、ある程度個人個人の費用もかかりますんで。全体的に職員の中でどうしても

みなければいけないというところを特定をしまして、そのものにその権利を与えて見るよ

うにします。それ以外につきましては、必要な場合は無線ランを設置をしましたので、こ

れをとおして一般の別のパソコンでみることはできると。そういうかたちになります。基

本的には無害化されておる、仮想ディスクトップの画面を見に行くというかたちになりま
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す。 

●中村議員（中村昌史） 番外。 

●議長（辰田直久） はい、中村議員。 

●中村議員（中村昌史）  あの今の段階で言いますと、職員の皆さんもですね、インターネ

ットをつうじての情報の取得というふうなところが、かなりあるんだろうと思うんですよ。

世の中がこういう世の中ですので。それが阻害されるというか、影響がでるようなことの

ないような方法を確立できるようにお願いをしたいと思います。それとこれの財源ですが、

１１ページの、１１ページですね。町債のところで、これの財源として情報セキュリティ

強化対策事業債として８７０万円あがっておりますが。昨年度末からの繰越ですよね、そ

れは１０分の１０国の負担だったというふうに記憶しておるんですが。記憶間違いであれ

ばあれですけれども。この８７０万の起債については、例えば、特別交付税で措置される

とかそういうふうなことがあるのか、そのへんを教えてください。 

●服部総務課長（服部導士）  番外。 

●議長（辰田直久）  服部総務課長。 

●服部総務課長（服部導士）  昨年の４月につきましては、言いましたように、国の事業費

がございますので基本的にはインターネットを分離するためのものを計上さしていただ

いておりまして、繰越もそれでかけております。今年度にいたりましては、インターネッ

ト分離以外のこの庁舎の方でそれをどういうふうに活用していくのかというシステムづ

くりのためのところでございまして、総務省の昨年の説明では、これにつきましては交付

税の方で措置するからというお話だったんですけれども、実際にはこうした経費がかかり

ますのでうちの方では過疎債を対象にして少し有利な方法でやらしていただこうという

ふうに思っております。 

●中村議員（中村昌史） 番外。 

●議長（辰田直久） はい、中村議員。 

●中村議員（中村昌史）  交付税措置はないということでいいですか。 

●服部総務課長（服部導士）  番外。 

●議長（辰田直久）  服部総務課長。 

●服部総務課長（服部導士）  基本的には交付税措置は含まれております。全体の、国全体

の自治体の話ですので。国の交付税の積算の中ではですね、一応含まれておりますけれど

も、うちのこうほはそれに加えて過疎債で利用していこうと、いうふうに計画をたててお

ります。 

●議長（辰田直久） はい、他にございませんか。 

●大屋議員（大屋光宏）  番外。 

●議長（辰田直久）  ８番、大屋議員。 
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●大屋議員（大屋光宏）  １０、１１ページの財政調整基金繰入金についてです。当初財源

不足等もありまして基金を崩して予算を組まれて、崩した分については９月の時に繰越金

で戻したので、差引チャラになったんだと思います。今回また再び崩すわけですけど、補

正の中身をみますと、それぞれ必要な事業ですし、体育館の修繕等必要なんだと思います

けど。このままいくともしかして今年度って単年度収支が赤字かなって思うんですけど、

今後の財政運用の見込みはどのような状況なのか、が一つと、もう一点、１４、１５ペー

ジの一般管理費の職員給与費２千万円の増額。説明では会計検査に関する残業手当代とい

うことですけど、２千万っていうと非常に大きいですが。全てが会計検査のための残業代

として理解してよろしいかどうか。 

●藤間企画財政課長（藤間 修）  番外。 

●議長（辰田直久）  藤間企画財政課長。 

●藤間企画財政課長（藤間 修）  確かにおっしゃるように、当初１億４千万あまりの財政調

整基金を崩して予算をたてましたけれども、なんとか繰越金とか交付税で９月補正でもと

に戻しまして、今は０円にまで戻しました。今回は事業がかなり膨らんでおりまして、い

ろんな経常経費。例えば、扶助費関係とか、そういったものが増えておりますので。その

部分に充当するために財政調整基金を崩しております。１千８００万円あまりでございま

す。今後はですね、最終的には３月に特別交付税が決定になります。これまでの年度の経

緯からいいますと、だいたいの場合その特別交付税を堅く見積もっておりますので、その

特別交付税によって財政調整基金をもとにまたもどすと、いうようなことを今予測してお

りますが。例年そういうことがおこりますが、今年まだ分かりませんので。ですけども、

そういった財政運営をしていくように、最終的にはなると思います。 

●服部総務課長（服部導士）  番外。 

●議長（辰田直久）  服部総務課長。 

●服部総務課長（服部導士）  時間外手当の件ですけれども、一番大きなのはやっぱり会計

検査が一番多かったですけれど、その他にもですね、三江線の関係もありますし。総合戦

略、地区別戦略の関係もございます。あと、有害鳥獣、大変クマがでておりましたので有

害鳥獣の関係。あるいはパラリンピックの関係ですね。あと台風等の災害関連もございま

した。このようなどうしても時間外を要するものについて一応認めてもおりますので。そ

れを計上さしていただいております。なるべく通常業務ですと残業の方にはいかないよう

に、いうふうには指導はしております。 

●議長（辰田直久）  他にございませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、議案第１２４号の質疑を終わります。続きまして、

議案第１２５号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。ありませんか。 
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（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、議案第１２５号の質疑を終わります。続きまして、

議案第１２６号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、議案第１２６号の質疑を終わります。続きまして、

議案第１２７号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、議案第１２７号の質疑を終わります。続きまして、

議案第１２８号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、議案第１２８号の質疑を終わります。以上で議案第

１１４号から議案第１２８号までの質疑は全て終了いたしました。 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

散会宣告 

●議長（辰田直久） 以上で、本日の日程はすべて議了(ぎりょう)いたしました。本日はこれ

にて散会といたします。ご苦労さまでした。 

 

―― 午前１０時２５分 散会 ―― 
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